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1 ．はじめに

　近年，ICTの開発及びその普及が著しくなり，教育界
でも様々に使用されるようになってきている。しかしな
がら，その使用方法は必ずしも教育の効果的な使い方だ
とは言い切れない。例えば，事務作業等，教育とは間接
的に関わる使い方が多いことも否定できない。一方，文
部科学省（2010）の『教育の情報化に関する手引き』に
よれば，「授業の中でICTを効果的に活用し，指導方法
の改善を図りながら，児童生徒の学力向上につなげてい
くことが重要であると考えられる」と述べられている。
このような要請により，各教科の教育においては効果的
な使い方を明らかにすることは今後の教育の進展に欠か
せないことである。
　学校でのICT機器の活用についての実態調査の結果に
よれば，学校全体での授業におけるICT活用状況では，
主要 5 教科（ 4 教科）の授業においては，全体で41. 4％（小
学校51. 1％，中学校35. 8％，高校25. 5％，特別支援学校
47. 1％）。技術・家庭の授業では75. 2％（中学校83. 1％，

特別支援学校26. 8％）となっている。芸術・保健体育の
授業では16. 0％（中学校14. 5％，特別支援学校23. 9％）
となっている。このように，技術・家庭を除く実技教
科では，ICTの活用状況はかなり低いものとなっている
ことが分かる。また，担当教科の授業において，児童・
生徒にどの程度ICTを活用させているかという設問で
は，「活用させている」という回答が半数を超えたのは
小学校の52. 2％のみであり，中学校では27. 9％，高校が
20. 5％，特別支援学校が35. 6％で，全体では38. 0％となっ
ている。このことから，各教科の授業におけるICTの取
り扱いは必ずしも十分であるとは言えない。
　先に挙げた手引によれば，教科指導におけるICT活用
とは，教科の学習目標を達成するために教師や児童生徒
がICTを活用することである。この活用方法は以下のよ
うに大きく 3 つに分けられる。
1 ）学習指導の準備と評価のための教師によるICT活用
2 ）授業での教師によるICT活用
3 ）児童生徒によるICT活用
　 1 ）について言えば，学習指導の準備と評価のための
教師によるICT活用とは，よりよい授業を実現するため
に教師がICTを活用して授業の準備を進めたり，教師が
学習評価を充実させるためにICTを活用したりすること
である。また，これらのICT活用は，教員のICT活用指
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導力チェックリスト大項目Ａ「教材研究・指導の準備・
評価などにICTを活用する能力」に関連する。
　 2 ）について言えば，授業での教師によるICT活用と
は，教師が授業のねらいを示したり，学習課題への興味
関心を高めたり，学習内容をわかりやすく説明したりす
るために，教師による指導方法の一つとしてICTを活用
することである。学習指導要領における教師によるICT
活用の例示の多くは，映像や音声といった情報の提示で
ある。この活用は教員のICT活用指導力チェックリスト
大項目Ｂ「授業中にICTを活用して指導する能力」に関
連するが，ここで示される 4 つの小項目は全て情報の提
示に関することである。教師がICTを活用して情報を提
示することは，教師による発問，指示や説明とも関係が
深く，全ての教科指導の数多くの指導場面で実施可能で
あると考えられる。
　 3 ）について言えば，児童生徒によるICT活用とは，
児童生徒が，情報を収集や選択したり，文章，図や表に
まとめたり，表現したりする際に，あるいは，繰返し学
習によって知識の定着や技能の習熟を図る際に，ICTを
活用することによって，教科内容のより深い理解を促す
ことである。この活用は教員のICT活用指導力チェック
リスト大項目Ｃ「児童・生徒のICT活用を指導する能力」
に関連する。
　以上を踏まえて，本稿では，実技教科，すなわち，書
道科，音楽科，図工科・美術科，家庭科，技術科におけ
る具体的事例を取り上げて，その実践のためのポイント
等について明らかにすることを目的とする。 （松尾七重）

2 ．各教科の事例

⑴　国語科書写及び芸術科書道の場合
①　小中学校国語科書写の場合
　書写教育の目的は，日常筆記具である硬筆で，文字及
び文字群を正しく整えて速く（「速く」は中学校のみ）
書けるようにすることであるが，字形を整える原理原則
や運筆リズムの理解を助ける学習用具として，小学校第
3 学年から毛筆による書写学習が始まる。学習指導要領
に「点画の種類を理解するとともに，毛筆を使用して筆
圧などに注意して書くこと。：第 3 学年及び第 4 学年」「毛
筆を使用して，穂先の動きと点画のつながりを意識して
書くこと。：第 5 学年及び第 6 学年」と指導事項が示さ
れているが，これらの指導にはOHC（書画カメラ）の
活用効果が非常に高い。
　毛筆による書字過程の示し方として，墨と朱墨の二色
で穂先の動きを理解させる方法がある。まず，筆に朱墨
を含ませ，穂先に少しだけ墨を付けるが，墨量が多いと
二色が混じってぼやけてしまう。そのため，筆は全てお
ろさず 3 分の 2 程度おろすようにする。用紙は吸水性の
低い西洋紙が適している。毛筆は筆管を立てて弾力を生
かして書くものであるが，OHCで運筆を示す時は，手
で文字が隠れないよう，筆管を傾けて書く必要がある。

左列：望ましい演示 右列：穂先が見えない演示

　次に示す右はらいの教材では，10時の方向で入筆した
穂先がだんだんと上を向くとともに，手首も同様に上に
向いていくことにも注目させるとよい（写真左）。穂先
が点画の左側を通る運筆（写真右）と比較して，どのよ
うに運筆するとよいのかを話し合わせることもできる。

　運筆を示す時は，
ぼんやりと見過ごさ
ないよう注目点を理
解させておくことが
大切である。たとえ
ば，平仮名の「の」
字の大回りの運筆で
は，筆毛がねじれて
3 箇所で穂先の向きが変わる。ねじれは右側で解かれる。
漫然と運筆を示しただけでは理解させにくいため，うず
まきを毛筆で書かせ，筆毛がどのようにねじれて元に戻
るのかを児童同士で観察し合う学習過程を取り入れると
理解が深まる。筆毛はねじれても元に戻ることが理解で
きないと，児童は筆管を指で回してしまう。
　鉛筆の持ち方も課題の多い指導事項である。問題は，
腕の構え方や手指の作用を意識した動きができるかどう
かという点にある。これもOHCで実演するか動画教材
を作成しておくと便利である。次の教材は，腕の構え方
に課題があるため，点画に癖が出てしまう例を示してい
る。横画は親指で鉛筆を押し，縦画は人差し指で手前に
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引くことによって点画が形
成されることを話し合って
気づかせるようにしたい。
　生徒が一人 1 台iPadを使用
できる場合，運筆の動画を間
近に見て練習することも可
能となる。また，生徒どうし
で書字動作を撮影し合い，課
題を話し合う時にも効果的
に活用できる。例えば，縦画
を書くときに筆管が書き手
と反対方向に倒れると止め
やはねがうまく書けないが，そのことを気づかせるのに
有効である。
② 　高等学校芸術科書道の場合
　書道教育の目的は，自己表現を主眼とした芸術教育で
あり，表現と鑑賞の二領域から成る。表現では，古典作
品の臨書によって様々な造形原理や運筆法を学び，それ
を豊かな創作活動に生かしていく。異なる造形原理で書
かれた同一文字を提示したり，筆遣いを見せたりするの
にOHCは効果的である。先の二色筆によって側筆と直筆の
違いや露法・蔵法の違いも理解を促しやすい。これらも，
一方的に教え込むのではなく，生徒同士で話し合わせて
考えさせる。また，仮名の運筆や篆刻の運刀など，細か
い動きについても手元を拡大して示すことができるので
便利である。鑑賞においては，美しい料紙に書かれた王
朝仮名作品など，古典作品を拡大して示し，鑑賞のポイ
ントを明確にして共有することができる。大きなスク
リーンに雲崗石窟の映像を投影すると，教科書の紙面で
は味わえない迫力を感じることができる。興味・関心を
高め，生涯にわたり書を愛好する心情を育てることにつ
なげられよう。 （樋口咲子）

⑵　音楽科の場合
　音楽授業でのICTの活用については，教員による指導
のツールとして，たとえば，楽譜の拡大提示や，鑑賞時
の楽器など画像の提示，映像を伴った音源再生等，児童
生徒による学習のツールとして，代替楽器や録音機器と
しての活用，あるいは創作ツールとしての活用等，さま
ざまな場面での使用が考えられる。
　本項では，教員による指導のツールとして，今後ます

ます活用が期待されるデジタル教科書に焦点をあてる。
音源や映像を多用する音楽科では，デジタル教科書の果
たす役割に大きな期待が寄せられている。本多は，平成
28（2016）年度，平成29（2017）年度と，大学の「小学
校音楽科教育法」，「中学校音楽科教育法」の授業内にて，
デジタル教科書の活用を試行的に行ってきた。現在，小
学校および中学校の音楽科デジタル教科書は，教育出版
と教育芸術社の 2 社から発行されている。教育出版のデ
ジタル教科書については，全学年を概観し，その一部を
実際に授業で使用した。また教育芸術社版についても，
小中とも部分的にではあるが概観し，活用を試みている。
　音楽科におけるデジタル教科書の特徴や教育的効果は，
以下の諸点にまとめられる。
①　小学校
ア　範唱や範奏の提示
　教材として扱う楽曲の，とくに旋律をすぐに再生でき
るので，子どもたちに旋律線を把握させるのに効果的で
ある。メトロノームのクリック音のような，「拍」を示
す音も示されたり，画面で「拍」を示すハートマークが
点滅したりするので，「拍の流れにのる」という感覚が
つかみやすい。音源は現在は，ファイル容量に制限がある
ため，容量をなるべく小さく抑えてMP3によるものとなって
いるが，今後は漸次，音質の改善がなされていくと思われる。
イ　創作・音楽づくりにおける例示
　音・音符を選んで，簡単な旋律やリズムをつくる活動
のページでは，選んだ音やリズムをすぐに再生できるの
で，技能面の困難なく，自分がつくった旋律やリズムを
すぐにその場で再生して確かめることができる。ピアノ
等に苦手意識を感じている学生にとっても，音を選びク
リックするだけで，すぐに音が再生され，旋律やリズム
を確かめることができるので，デジタル教科書の使用に
より，音楽づくりに取り組む最初の一歩を容易にする。
ウ　鑑賞曲の即時再生
　教科書準拠のCDをパソコンにあらかじめセットして
おけば，鑑賞の学習の流れの中で，CD音源を再生した
い時にすぐに再生することができる。CD音源を使用す
れば，音質もよりよいものになる。
エ　動画の活用
　発声の指導場面で，どのような姿勢で，どのように口
を開け響きをつくるか，どのようにお腹を使い腹式呼吸
をするか，といった技能的な基礎指導が，動画として挿



千葉大学教育学部研究紀要　第66巻　第１号　Ⅰ．教育科学系

─ 164 ─

入されている。また，楽器の持ち方や，鳴らし方，いい
音の響かせ方の例も動画で示されている。動画と音声に
より，よい音の響きや，適切な身体の使い方が一目瞭然
でわかるので，指導する側にとっても子どもにとっても
わかりやすいものとなっている。
オ　アニメーションによる提示
　 4 分音符や 2 分音符，全音符など，音符の長さを理解
させるのに，かえるがぴょんぴょん飛ぶアニメーション
が用いられ，子どもの興味をひきつつ，音楽の知識の習
得につなげていけるものとなっている。
②　中学校
ア　鑑賞曲の部分的再生
　中学校における鑑賞曲は，時間的にも小学校より長く
なり，音楽的構造もより複雑となる。また，生徒が育む
べき力として，分析的に音楽のしくみをとらえる力も求
められる。それを反映し，中学校のデジタル教科書では，
鑑賞のページで，楽曲の部分部分（主題など）が楽譜で
示され，その楽譜と同期しながら音源が再生できるよう
になっている。たとえば，ヴィヴァルディ作曲の《四季》
より「春」では，譜例のように楽譜の各部分が表示され，
その部分の音源をすぐに再生して音で確認することがで
きる。音の動きを目でも耳でもとらえることで，音楽の
理解がより深まる。
イ　動画の活用
　日本各地に伝わる民俗芸能（祭り）の鑑賞ページでは，
祭りの動画がたくさん埋め込まれており，祭りの中のど
んな文脈でどんな音楽が使われるのか，楽器や踊りの様
子も一目でわかるようになっている。
　日本伝統音楽は，鑑賞と体験活動とを効果的に結びつ
けることで学習が深まるが，たとえば，能の「羽衣」の
一部分をうたってみよう，楽器を打つまねをしてみよう，
掛け声をかけてみよう，といった体験活動が動画で紹介
され，能の楽譜と同期するかたちで音が再生され，非常
にわかりやすい。
　大学の授業において，教室前方の大画面にデジタル教
科書を映すことで，学生たちの顔があがり，集中力も増
すことが実感された。手元の操作でタイミングよく音源
を再生でき効率的な指導ができ，また，多様な動画の内
容等は教師自身の教材研究にも役立つ。音楽の学習をよ
りわかりやすいものとするツールとしてのデジタル教科
書である。使用する側の教師は，何のためにこれを使う
のか，つねに明確な目的意識を持つことが，学習指導の
ねらいを明確にすることにもつながると考える。
 （本多佐保美）

⑶　図画工作科・美術科の場合
　ICT活用については，教師が授業内容の説明や鑑賞，
授業記録の際に使用する場合，児童生徒が鉛筆や筆と同
様に表現材料や用具の一つとして用いる場合，自分で記
録や情報収集のために用いることが多い。
　本稿では，ICTの活用の一端について，教師の活用と
児童生徒の活用について図画工作科，美術科の教科書，
及び現場教員からのインタビューを通して得た知見をも
とに述べていきたい。
　美術教育における近年のICT活用の研究としては，長

友紀子，狩野宏明，宇田秀士，竹内晋平が，タブレット
PCと展示模型というデジタルとアナログを用い「美術
館の展示をつくる」を題材として，「情報活用」「言語活
動等による意思伝達の基盤形成」を重視した協同的鑑賞
学習の試みの実践を行っている（次世代教員養成セン
ター研究紀要，2015）。ICT環境については，森永俊六
が美術教諭の立場から各機材の特徴及び，授業実践の提
示をしている（広島大学附属中・高等学校中等教育研究
紀要，2015）。他，ICT活用の実践においては，様々な
事例が報告されている。
①　教師の活用
　教師がICTを活用する場合は，情報伝達，記録や保存
として用いることが多い。図画工作や美術の授業では，
同じ活動を行っている場合でも，児童生徒全員が一律に
同じ段階にいることはなく，自分の興味をもとに発想を
広げていたり，発想から構想へ向かっていたりと，それ
ぞれが違う段階にいることが多々ある。そのような個
別の姿に現れたものや過程を記録しておく方法として，
ICT機器を用いることがある。特に，「造形遊び」など
の作品として形に残らないこともある活動の記録には有
効である。完成作品を撮影するだけではなく，教師によっ
ては，授業中に必ずカメラを持ち，児童生徒の姿や制作
途中を撮影記録することも少なくない。以下，教師の
ICT活用の事例について，小学校図画工作科専科教諭へ
インタビューを行ったものを元に，「活動過程の可視化」，

「振り返る」「記録」を中心としたICT活用について報告
をする。
ア　活用事例 1 「過程を伝える」
⒜　目的と内容
　Ａ小学校での校内展覧会で，児童が展覧会づくりにか
かわる様子について，鑑賞者（保護者，地域の人，児童）
に対して過程の可視化を試みた事例。
⒝　方法と実施
　活動を静止画で定点撮影をし，画像の整理と文字情報
の追加等の編集を行う。実施は展覧会会期中，大型テレ
ビを用いて放映（約 3 分）。内容は一部掲載（図 2 ⑶- 1 ）。

図 2⑶ - 1  「展覧会づくりの過程」映像の一部（Ａ小学校）
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イ　活用事例 2 「振り返る」「記録」
⒜　目的と内容
　保存の難しい活動の記録と，児童自身が自らの活動を
振り返り，他の児童間でも共有を行う。Ｂ小学校の事例。
⒝　方法と実施
　授業内の活動の様子
を撮影した画像をPC
で編集し拡大印刷し，
図画工作室内に掲示を
する。
②　児童・生徒の活用
　ICTを主用具，主材
料とした事例は，デジ
タルカメラやタブレッ
トで対象物を焦点化し
て撮影すること等があ
る。見方の多様性に気
づく，撮影したものか
ら発想を広げていく，
編集する，情報収集や作品の記録保存を行う他が挙げら
れる。アイデアの整理や何度も試せること，保存したも
のを取り出せるなどの特徴を活かした例が多い。題材に
ついては，デジタルのみの活用ではなく，直筆でコメン
トを添える，紙にする，加筆する等のアナログ的な活動
と一緒に行われている。

図 2⑶ - 3   (左上) 作品の記録として（「美術 1 ｣ 開隆
堂出版（一部掲載）p.48 平成27年（図 3））

図 2⑶ - 4   （左下）撮影したものを作品内に（「図画工
作 5 ･ 6 上」開隆堂出版（一部掲載）p.26 平
成27年（図 4））

図 2⑶ - 5   （右）見方を変えるための方法として（「図画工
作 5 ･ 6 下」開隆堂出版 p.24 平成27年（図 5））

③　おわりに
　各学校の教員へのインタビューから，各教員が学校
の現状に合わせてICT活用の工夫をしていることが見え
てきた。図画工作科，美術科の中では，ICT機器を各情
報の交換や公開，または用具の一つとして用いることも
あるが，他の活動と組み合わせること等も行われている。
しかし，機器の使用については，教師が用いることの方

がまだ多く，児童生徒にICTを主用具とした題材で使用
させたいが，台数や時間数，ICT活用の技術の問題（教
師，児童生徒相互）等があるという声も聞かれた。
付記：インタビューや画像提供のご協力をいただいた先
生方に紙面を借りて御礼を申し上げます。 （小橋暁子）

⑷　家庭科の場合
①　家庭科におけるICT活用の具体化
　家庭科の教科指導では，調理実習や衣生活実習など体
験的な学習を重視し，実習を通じて得た技能や技術ある
いは知識を実際に自分の日常生活で役立てていくという
実践的な学びの育成が求められている。社会構造の変化
に伴い，子どもの生活経験や生活の価値観が変化してい
る状況において，家庭科の指導では，限られた時間数の
中で効果的な指導方法の検討が課題となっている。ここ
では，小学校家庭科の調理や衣生活実習などの実習を含
む指導においてICTがどのように活用されているのか複
数の事例を基に考察する。
②　調理実習におけるICT活用
　調理実習にICTを活用した 4 事例を取り上げ，「授業
目標」「活用しているITC機器やコンテンツ」，「ICTの
活用場面」，「ICTの活用効果」の 4 点の観点から考察する。

表 2⑷ - 1　調理実習におけるICT活用事例

事例 題材名（時間数） 学年 引用元

1
おいしいね
毎日の食事

（10時間）
５年 東京書籍HP「教育資料

データベース」

2
ごはん

（８時間） 記載
なし

松田優衣・阪口美香 ・
谷口明子・鈴木洋子

（2015）小学校家庭科に
おけるタブレット型パ
ソコンの活用－炊飯学
習での利用―」『次世代
教員養成センター研究
紀要』257-260.

3
元気な毎日と
食べ物

（不明）
５年

日本教育情報化振興会
HP「学校と地域を繋ぐ
学習者用端末の活用」

4
はじめてみよう
クッキング

（11時間）
５年 初等教育資料

No.895,18-21.

　事例 1 は，自分でご飯と味噌汁をつくることができる
ことを目標とし，動画やデジタル教材を活用した話し合
いを通じてよりおいしいご飯をたくためのコツを理解さ
せることをねらいとしている。活用しているICT機器は
電子黒板・デジタル教科書である。活用の場面としては，
デジタル教科書のご飯の炊き方や味噌汁の動画を活用し，
手順や調理の方法を理解させたり，調理実習中も自由に
ご飯の炊き方の動画を見ることができるようにして，確
認できるように工夫している。また，自分たちが炊いた
ご飯の炊き方を動画で記録して，調理実習後のよりおい
しいご飯を炊くためのコツを話し合いの場面で活用して
いる。この話し合いでは，デジタル教科書のコンテン

図 2⑶- 2  教室掲示(Ｂ小学校)
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ツを利用し，米の吸水量と浸水時間を読み取らせ，グラ
フの軸を縦横に動かし，温度による変化を表示している。
児童が科学的な視点を持って炊飯の適切な浸水時間を理
解する方法として効果的なITC活用の方法である。
　事例 2 は，米飯の炊飯実験を行っており，タブレット
型パソコンを使用して動画撮影を行い，振り返りの場面
で活用している。ITC機器は，電子黒板・タブレット型
パソコンを使っている。タブレット型パソコンを鍋の前
に固定し，炊飯の様子を撮影し，電子黒板で他の班の鍋
の様子を見ることができるようにしている。また，写真
や録画したものを再生して，鍋の変化を確かめさせてい
る。炊飯実験後の振り返りの場面では，電子黒板を通し
て他の班の鍋の様子を知り，自分の班と比較することが
できたことや録画の時間を表示することで，炊飯の火加
減調整の時間の経緯を理解することができ，クラス全員
で共有したい場面を映像を止めて確認させることがで
きたなど様々なICTの活用効果が見られている。さらに，
事例 2 では，課題もあげられている。炊飯実験の場面で
は，コンロの火を使用しながら，鍋の観察をし，さらに
同時に電子黒板やタブレット型パソコンを見たり，ワー
クシートに記入したりという同時進行の複数作業がある
ため，児童には難しい作業である。作業の整理や使用す
るICT機器の選定など検討が必要であることが指摘され
ている。
　事例 3 と事例 4 は，同じ実践者により実施されている。
事例 3 は，味噌作りから始まり味噌汁の調理を行ってい
る。事例 4 は，材料や目的に応じたゆで方を学習し，ス
ペシャルサラダを調理する実践である。いずれの事例も
学校，家庭，地域，児童同士をつなぎ，コミュニケーショ
ンを取ることにより，児童の学校や家庭での実践意欲を
高めることをねらいとして，電子黒板・学習者用タブレッ
ト端末・写真共有サービス（Picasa）を活用した実践で
ある。
　事例 3 では，Picasaを活用して，スーパーマーケット
の職員が旬の野菜情報を，また，地域や家庭は自分の家
庭で作った味噌汁の写真をアップロードし，児童が情報
を共有した。また，児童側は調理の様子や調理で作った
味噌汁の写真をアッロードし，地域や家庭の方からコメ
ントをしてもらっている。事後の児童・保護者・地域の
方へのアンケートから，ICTの利活用が有効であること
が示されている。
　事例 4 でも同様に調理の様子や調理実習で作ったサラ
ダの写真をPicasaにアップロードして，児童同士，児童
と保護者，児童と他の保護者，児童と地域の方などで写
真にコメントし合っている。また，家庭や地域の方が児
童とのやり取りをする中で，学校での教育活動や家庭で
の児童の様子に触れることができ，より関心が持てたと
いう効果も生まれている。Picasaの活用で児童の実践意
欲を高めることができ，さらに共有した写真により，コ
ミュニケーションが生まれ，学校，家庭，地域がつな
がり新しい形のつながりに発展している。ICT機器をコ
ミュニケーションツールとして授業に活かした実践といる。
③　衣生活実習におけるICTの活用
　衣生活実習にICTを活用した事例を取り上げる。
　事例 5 は，小物などに関心をもち，用具の安全な使い

方がわかり，針と糸で簡単な縫い物ができるようにする
ことを目標とし，返し縫い・かがり縫い・手順の理解，
裁縫道具の安全な使い方がわかることをねらいとしてい
る。活用しているICT機器はプロジェクタ・実物投影機・
デジタル教科書である。活用の場面としては，前時に作
成したネームプレート生かしたフォトフレーム作品の見
本を提示し，デジタル教科書のビデオを視聴し，針の運
び方・布の重ね方を理解し，教師の手元の拡大提示，児
童の作品の拡大提示である。
　事例 6 は，玉結びや玉どめの技能の習得を目標に掲げ，
電子黒板・実物投影機が使われている。玉結びや玉どめ
の手元の動きを拡大したり，静止画像や動画を繰り返し
映すために活用している。また，コツに関する児童の発
表からキーワードを書き入れるために電子黒板を使って
いる。ICT活用効果としては，一斉に指導が可能になる
こと，児童の様子を見ながら師範や説明をすることがで
きること，児童が課題を解決したり共通の課題を仲間と
話し合ったりできること，児童一人一人が確実に技能の
習得をはかることができるなどが挙げられている。
　事例 7 は，針に糸を通し，玉結びや玉どめの理解を目
指し，電子黒板が使われている。師範の拡大提示や一連
の動作の繰り返しての映像提示により，一斉指導を助け
たことが述べられている。特に，スキャナーとカメラは，

表 2⑷ - 2 　衣生活実習におけるICT活用事例

事例 題材名（時間数） 学年 引用元

5
針と糸を
使ってみよう

（８時間）
５年

熊本県教育委員会HP　
「映像でわかる！授業で
のICT活用・情報モラ
ル教育」

6
生活を楽しくする
物を作ろう

（８時間）
５年 初等教育資料

No.877,12-15.

7 わたしにできるこ
とをやってみよう ５年

千葉市立轟町小学校HP
「平成23年度電子黒板
活用実践事例集Vol.2」

8 生活を楽しくしよ
うソーイング ６年

佐賀県教育委員会「先
進的ICT利活用教育利
用ガイドブックVol.1本
編」

9 はじめてみよう
ソーイング ５年

岩手県立総合教育セン
ター情報・産業教育担
当「岩手県版電子黒板
を等ICT機器を利用し
た活用実践集」

10 作りたい物を考
え、計画しよう ６年

岩手県立総合教育セン
ター情報・産業教育担
当「岩手県版電子黒板
を等ICT機器を利用し
た活用実践集」

11

感謝の気持ちを込
めて、とびきりす
てきなプレゼント
をつくろう

６年 初等教育資料
No. 927, 34-35.
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書画カメラよりも画面が鮮明であることにより，綺麗で
スムーズな動きを映し出すので，わかりやすく，児童が
意欲的に取り組むことができたようだ。
　事例 8 は，物の出し入れを考えてナップザックを縫う
ことを目標とし，プロジェクタ・電子黒板・教師用パソ
コン・デジタル教科書を活用している。児童に電子黒板
を使ってデジタル教科書の段階標本の写真を示し，製作
のポイントなどを書き込ませながら理解させたり，玉
結び，玉どめ，ミシンの扱い方など，既習事項について
は動画を再生し製作に生かした。活用効果としては，手
順やポイントを説明したことで，児童が見通しをもって
活動できたこと，玉どめやミシンの扱い方を確認できる
ことで戸惑うことなく製作できたことが述べられていた。
また，ICT危機の利活用することで作業につまづく児童
がいなくなり，授業後の評価テストでは知識・理解が平
均93点だったことからも，基礎的・基本的技能や知識の
定着に効果があったことが伺える。
　事例 9 ・10は，同じ小学校での学年の違う実践だが，
事例 9 の 5 年での授業では，手縫いに関心をもち，半返
し縫い，かがり縫いができるために，電子黒板，パソコ
ン，書画カメラ，デジタル教科書を活用している。実際
にはデジタル教科書の動画により，作品のイメージをつ
かみ，教師の手元書画カメラで移した映像とともに作成
を進めた。
　事例10の 6 年では，ナップザックのわきのしつけ縫い
の仕方を理解し，製作することができるようにICTを活
用している。電子黒板，パソコン，書画カメラ，デジタ
ル教科書に加え，教師のつくったpptを使っている。教
師のつくったpptはナップザックの作成手順に関するも
のであった。
　事例11は，家族が喜ぶ生活に役立つ物の製作過程にお
いて，電子黒板やパソコン，デジタルコンテンツを用い
た。児童一人一人の思いを大切にして主体的に製作に取
り組めるようにするためと記述されている。この実践で
は，作品例を示したり，デジタルコンテンツを活用し子
どもたちが自分の作りたい物の製作手順や必要な布の大
きさなどを確認したり，製作計画をたてたり，ミシンの
使い方や縫い方などを何度も映したりした。また，完成
した児童の作品を撮影し，電子黒板と通して発信するな
どを実現した。その結果，児童の製作の意欲を高め，主
体的な学びが可能になったようだ。また，最初の作品決
定の際にイメージを持つことができたことが効果として
示されていた。
④　ICTの家庭科実習における効果
　以上のことから，家庭科の実習授業で活用している
ICTの活用の効果として，次の 5 点が指摘できる。
ア　 実験での活用により，科学的なプロセスを視覚的に

理解することが可能になり，児童・生徒の知識・理
解，技能・技術の獲得に貢献できる。

イ　 教師の師範が鮮明になること，基礎的・基本的な技
能・技術を繰り返し再生できることにより，一斉授
業における指導を助け，今までの個別指導の時間を
大幅に減らすことができる。

ウ　 多くの児童・生徒が作成した成果物へのイメージを
最初から持つことができることで，見通しをもって

実習にのぞめる。
エ　 児童・生徒の意欲を高め，進度にあわせ。実習授業

への各自の主体的な学びへと発展できる。
オ　 たとえば，写真を地域と共有するなど，地域との交

流に役立てることにより，地域との結びつきを強め
ることができる。 （伊藤葉子，中山節子）

⑸　技術科の場合
①　ものづくり・技術教育におけるICTの位置づけ
　ものづくり・技術教育におけるICTの位置づけの特徴
は，他教科と同様に子どもたちの学習形態や教員の指導
過程の水準を高める手立てであると同時に，教科指導と
して教授すべき対象（＝内容）でもある点にある。した
がって，ICT利用の指導では，この特徴を活かすよう留
意する必要がある。加えて，中学校技術科は 4 領域（材
料と加工に関する技術領域，エネルギー変換に関する技
術領域，生物育成に関する技術領域，情報に関する技術
領域）から構成されており，ICTの効果的な活用がいず
れの領域においても可能となるような実践を検討するよ
う留意することも大切と考える。
②　ICT活用の実践事例─エネルギー変換に関する技術
領域と情報に関する技術領域─
　千葉大学附属中学校を含む全国の中学校技術科におけ
るICTを活用した授業実践の一例として，ロボットコン
テストを挙げることができる。ロボットコンテストは，
中学校技術科のエネルギー変換に関する技術領域と情報
に関する技術領域の 2 領域の内容を含む点から，授業時
間数の少ない中学校技術科における効率的な教材のひと
つと言える。ロボットコンテストは，競技形式をとるた
め，生徒の興味や関心を高める効果がある一方で，勝敗
が過度に強調され，創意工夫やチーム学習など技術科本
来の目標が後景に退くという問題も含んでいる。この問
題を改善する工夫として，ロボット製作に関するアイデ
アを現実の特許制度を模してネットワーク上に蓄積・公
開するICT環境を利用した疑似特許データベースが開発
された。ここに承認された特許は，コンテストでのポイ
ントとして加算される仕組となっている。このデータ
ベースシステムの導入は，生徒がアイデアを尊重し共有
しながら技術教育本来の目標である創意工夫を効果的に
高める効果をもたらしたとされる。
③　ロボットコンテストにおけるICT活用の展開例
　　─学校間の交流促進と材料と加工領域での活用─
　ロボットコンテストに関する上記の疑似特許データ
ベースシステムは，各学校の校内ネットワークに留まら
ず校外ネットワークからもアクセス可能とすることで，
インターネット環境におけるブログ技術を利用して，地
域の学校間の交流を築くことにも活用されている。こう
した学校間での交流の広がりは，生徒の主体的な学習を
さらに引き出すことに加え，各学校に配置される教員数
が少ないため一人教科と呼ばれる技術科教員にとっても，
貴重な実践となっている。
　こうしたアイデアを蓄積・公開するデータベースの利
用は，中学校技術科の材料と加工に関する領域における
製作実習などにも活用されるようになった。このデータ
ベースは，各学校での製作に関するアイデアを経年的に
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蓄積し，場所や時間を越えて共有することを可能にした。
これにより，生徒たちがこれまでのアイデアとつながり
ながら，自らのアイデアを新たに生み出すことができる
学習環境が整備されるに至った。
④　ICT活用の実践事例─生物育成に関する技術領域─
　千葉大学附属中学校では，2017年度に初めての試みと
して，生物育成に関する技術領域に関する授業実践とし
て，イネのペットボトル栽培に取り組んでいる。この授
業の特徴の一つとして，千葉県内のブランド米の産地の
中学校でも同時期に現地の水田の土を用いたイネのペッ
トボトル栽培を実施し，生育状況を動画で撮影して両方
の中学校の授業で上映することで，両地域間の理解を深
めることも図っている点が挙げられる。また，イネの生
育に適した土壌や肥料の種類について，生徒が主体的に
調べ学習を進められる環境づくりにも留意している。ま
ず関連文献を複数用意して，授業時間以外でも閲覧可能
な場所に配置し，生徒個々が関心を抱いたキーワードを
インターネットで検索させる方針で授業を進めている。
この方法は，学習意欲の高い生徒の多い学校では有効と
考える。
⑤ 　ICT活用の実践事例─ものづくり・技術教育に関す

る総合的な学習の時間における活動─
　中学校技術科は授業時間が少ないため，関連した内容
を総合的な学習の時間を活用して教えることは現実的な
選択肢と考える。千葉大学附属中学校では，2015年度と
2016年度に，共生の時間（他中学校の総合的な学習の時
間に相当）におけるゼミのテーマのひとつにソバを取り
上げた。このゼミでは生徒 1 人 1 台タブレット端末を利
用した。ソバを畑で栽培し，その生育過程を写真撮影し
たり，各自が興味を抱いたトピックをインターネットに
接続して調査し，それらタブレット端末を利用して記録・
収集した情報をパワーポイントシートにまとめ，成果発
表会で発表した。これらの活動は，中学校技術科の生物
育成に関する技術領域と情報に関する技術領域の内容に
対応している。このように，総合的な学習の時間を活用
することで，授業時間数の少ない中学校技術科の内容を
補完的かつ効果的に教えることも可能となる。
⑥　ものづくり・技術教育におけるICT活用の可能性
　以上のようなものづくり・技術教育におけるICTを活
用した授業実践の効果は，第 1 に，ICT活用そのものが
現実の技術の本質につながることによる学習内容の深
化（疑似特許データベース），第 2 に，子どもたちの時
間と空間を越えた交流を可能とした主体的な学習環境の
整備（アイデア共有データベース，ペットボトルイネ），
第 3 に，技術の各内容領域の結合（共生の時間）にあっ
たとみられる。今後は，これらの効果を視野に入れた上

で，小学校におけるプログラミング教育を含めたものづ
くり・技術教育におけるICT活用の実践を検討していき
たい。 （木下　龍，辻　耕治）

3 ．おわりに

　本論文では，ICTの活用を促進するために，各教科の
教育方法・指導法に取り入れて教員養成を行う必要から，各
実技教科の指導法を専門とする立場から，その具体例が
述べられた。記述された内容は多岐にわたっている。各
教科の特性に合わせたICTの活用方法は様々であり，今
後ますます効果的な使用方法を開拓していかなければな
らない。教科総合的に扱う方法についても模索し，今後
の新たな活用方法について再検討することが重要であろう。
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